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(3) たとえば，小池和男著『仕事の経済学』東洋経済新報社， 1991年，第 3 章，を参照。
(4) 松浦秀明著『米国さらりーまん事情』中公文庫，昭和59年， 36ページ。






















ゲマインシャフトの三形態または段階として， 1"血のゲマインシャフト J (家族生活=一体














(7) 丸山真男著『日本の思想』岩波新書， 1961年， 138ページ。
(8) テンニースの思想、は，テンニース著杉之原寿一訳『ゲマインシャフトとゲゼルシャフト(上)(下)~，
岩波文庫， 1957年，で知ることができる。
(9) 新明正通著『ゲマインシャフト』厚生閣， 1970年， 3 ページ。




































(11) 津田真徴著『現代経営と共同生活体』同文館， 1981年， 267ページ。
(12) 間宏著『日本的経営』日経新書， 1971年， 18ページ。










































































(19) 松本健一著『共同体の論理』第三文明社， 1978年， 15ページ。
(20) 間庭充幸著『共同態の社会学』世界思想社， 1978年， 23ページ。
(21) 松本健一著，前掲書， 21ページ。
(22) 福武直監修，前掲書， 47ページ。
(23) 安田三郎他編『基礎社会学第N巻』東洋経済新報社， 1981年， 90ページ。









































































(32) 津田真徴著『日本的経営の論理』中央経済社， 1977年， 166-167ページ。








































































(44) 中根千枝著『タテ社会の人間関係』講談社新書， 1967年， 159ページ。












































































(53) 11 日本経営史講座 2 j]日本経済新聞社， 1976年， 22ページ。
(54) 11 日本経営史を学ぶ( I )j], 69一70ページ。また，近代企業家が， (1)動乱期の機会を手中にした商
人タイプ， (2)いわゆる「政商」タイプ， (3)中央における実業家タイプ， (4)地方的な実業家， として類

























は「イェ」の観念によって裏づけられている。 Iイエ」は 1 つの制度体であり，婚姻によって
成立する集団としての家族とは異なり，血縁的系譜性よりも「イェ」そのものの系譜的連続性
が重要視され，それによってイエの存続と発展がはかられてきた。 Iイェ」は経営体であり生




呼んだ。 J (三戸公著『家の論理 2 j]文真堂， 1991年， 38-39ページ。〕
(57) 向上書， 47-48ページ。
(58) 間庭充幸著『日本的集団の社会学j]， 74ページ。
(59) W 日本経営史を学ぶ( 1 )j], 82ページ。
(60) 間宏著『日本的経営の系譜』文真堂， 1989年， 33ページ。これ以降，親子・兄弟の核家族を中心と
して理解されている現在の家との区別を念頭において， 1"イエ」と記述する。































(62) Il'日本経営史を学ぶ( 1 )~. 208ページ。
(63) 彼らを非家族イエ構成員としてその存在を重要視しているのが三戸公民である。(三戸公著『家の
論理 1~ 文真堂. 1991年. 135ページ〉
(64) ただし，あらためていうまでもなく，イエの観念は，商家だけでなく，武家にも農家にもみられた。
(65) 間宏著，前掲書. 35ページ。
(66) Il'日本経営史講座 U. 211ページ。
(67) Il'日本経営史を学ぶ(l )~. 82ページ。



























(70) 安藤喜久雄他編『日本的経営の転機』有斐閣， 1980年， 14-15ページ。
(71) 中野卓著『商家同族団の研究 第二版(上)~未来社， 1978年，第 3 章。ただし，本稿の解釈は，
津田真徴著『日本的経営の擁護』東洋経済新報社， 1976年， 21-23ページに拠っている。











『生活古典叢書 4 職工事情』光生館， 1971年によって知ることができる。




































































































































(87) R. Bendix, Work and Authority in Industry , ]ohn Wiley & Sons, 1956, p.471. (ベンデ
4 グス著，大東英祐他訳『産業における労働と権限』東洋経済新報社， 1980年， 441ページ〉。
(88) 駒井洋著『日本的経営と異文化の労働者』有斐閣， 1987年， 23ページ。

















































11，家は， Ii'ウチとソト』の意識を生み， Ii'格』の意識を生み， Ii'分』の意識を生む。J (三戸公著『家
の論理 1 j], 309-310ページ〉。
(91) 隅谷三喜男編『日本人の経済行動上j]， 116ページ。













































(96) 岩田龍子著『日本的経営の編成原理』文真堂， 1977年，第 2 章参照。
(97) 植村省三著『組織の理論と日本的経営』文真堂， 1982年， 88-89ベージ。
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宮坂純一
媒介として「共同態」が定着してきたのだ一一経営制度の詳細な検討は別の稿の課題である一
』ーと。
したがって，管理における日本的なものの確立今企業の共同体化には，基本的には，つぎの
ような 2 つの段階があることになる。
(1)明治以降に企業のなかに長期的な結びつきがもちこまれた時期。これが企業の共同体化の
はじまりである。
(2)第 2 次大戦後の日本的経営の確立・完成期。これは旧い「共同体」が「完全に」くずれて
いくなかで企業が「共同態」として明確に位置づけられてし、く時期である。そしてその場合に
利用されたのがイデオロギーとしての集団主義であった。これ以降，イデオロギーとしての集
団主義が積極的に利用され，経営制度を通して共同態としての企業が再生産されていくのであ
る。
イデオロギーとしての集団主義とはなにか? それは，日本人の行動様式は欧米人のそれと
は異なるのだという考え方が，その真偽はともかく，独り歩きし「常識」化したことを意味し
ている。そして企業でもそれが利用され， Planning-Organizing-Motivation-Control とし、
う一連の管理機能に具体化され， r集団主義」規範が定着していったのだ。ここに日本人の行
動特性とはなにかを検討することが必要になってきた。そこで次節においてそのようなものと
して具体的にいかなるものが指摘されてきたのかを内外の文献を参照して整理し，最近の注目
すべき概念としての間人主義の検討を通して，日本人の行動様式といわれている集団主義の内
容をあきらかにすることにしたい。これらは資本・賃労働関係の日本的実現形態を支えるもの
である。
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